










(５) 授業実践から（H17～H18）

①　国語科：薬物乱用防止標語作成（全学年）「豊かな言葉」学習指導案（略案）③参照

②　美術科：麻薬・覚せい剤乱用防止啓発メディアコンテスト（ポスター部門）作品製作（H17）

努力賞、入選各１名（２年生）「伝達のデザイン」

③　保健体育科

ア「たばこの害と健康」（１年H17.11.30 ）

実験を取り入れて五感（タールのにおい・色など）に訴える授業の試み

実験に用いたたばこ人形は昨年の自作のものに替え、市販のもの（スモーキングガイ）２体を同時

に使い実施した。吸引器（掃除機）を使い実際に喫煙している状況を実験して見せた。生徒の感想には、

肺を模した真っ白い部分がみるみる茶色に変色していく様子に驚いたことが多く書かれていた。ただ、

この実験では主流煙にあたる部分は室外に排出したが、副流煙が教室に残ってしまっているので、この

点に関してはもう少し工夫し改善する必要があると感じた。

同上 （H18.11.27  学習指導案は別紙⑥）

たばこの煙を通し
た水に入れられ、
黄色い体液を出
し、体を変形させ
てもだえるミミズ

たばこの煙を通した水に入れら
れ、苦しむミミズの様子
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イ「薬物乱用と健康」（３年H17.12. /18.12.13  学習指導案（略案）②参照）

視聴覚資料を活用して薬物乱用の実態の悲惨さを理解させるようにした。

実際には右の水谷修先生の「夜回り先生」のDVDから、

・タカシ～虐待から非行に走った心優しい暴走族～

・マサフミの死～闘いの始まり～

・薬物汚染との飽くなき闘い

・アイ～シンナーに救いを求めた少女～

・薬物から逃れる４つの方法

・子どもたちへ～君たちの花の種を育てよう～

を選択して視聴させた。

自らの薬物乱用者との交流体験を通した水谷先生のお話は、生徒の心にしみていったようである。

また、「薬物から逃れる４つの方法」の中で紹介された断り方も、生徒に受け入れやすいものであった。

《生徒の感想から》 僕はこのビデオを見て、誘われたときの断り方や薬物の怖さについて知ることができ

ました。薬物によって心、頭、肉体の順に殺されていくことに恐怖を覚え、絶対に薬物乱用しないという気

持ちが一層高まりました。また、誘われたときに４つの方法、①話題を変える、②壊れたオーディオ、③３

D、④逃げる、を忘れないようにしたいと思いました。‥‥A男

ウ「たばこの広告を考える」（２年H17.11. ／18.11.24  学習指導案（略案）①参照）

たばこの広告のターゲットは青少年であることに触れてから、たばこをはじめとする薬物を誘われた時、

自分だったらどう断るのかを考えさせ、最後には代表者にロールプレイを演じてもらった。

この授業の中で、「死んでしまいたい」とか「自分はもうどうなってもいい」というような、心が危険

な状態になったことがあるかという質問に対して、半数近くが「ある」と答えていることに驚きを隠せな

かった。この心の不安定さは自尊感情や自己肯定感などが十分でないことの現れとも受け取れるので、い

ろいろ考えさせられた１時間であった。

《生徒の感想から》 吸っている本人より周りで吸わされている人の方が害が大きいなんて最悪だった。た

ばこは吸いたくない。（B男）

たばこなどの薬物は絶対使ってはいけないと思った。たばこの先から出る煙にも害があってひどいと思っ

た。（A子）

たばこを吸う人より副流煙を吸う方がひどいなんて悲しい。ロールプレイは簡単だと思ったが、実際に友

達に誘われたら断ることは難しいかもしれない。（C男）

④　道徳の時間（全学年） 「生命の尊重」等

ア１年生「花によせて」（H18.11.9学習指導案（略案）④参照）

《生徒の感想から》 自分の体がどんなに不自由に

なっても、負けずに生きていくことができていてす

ごいなと思いました。また、どんなことがあっても

命を捨てないということで命の大切さが改めて分か

りました。（B子）
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イ２年生「ブラックジャック」（H18.12.19 学習指導案（略案）⑤参照）

命とは何か？《生徒の感想から》

・一生に一度きりの自分。みんなを幸せにしてくれるかけがいのないもの。

・簡単になくなるものだが、生きようと生きさせようと思えば簡単にはなくならないものだと思う。

・自分の「一生」、この「命」をなくしてしまったら、もうこの世には帰れない。もうこれ以上、人の命や自

分の命を捨てたり奪ったりしないでほしい。「他の人の命」や「自分の命」も考えて。

(６) 薬物乱用防止研修会・講演会（H18.１.13）

前半は３校の実践報告を中心とした研修会で、後半は植田誠治

先生の講演会とした。

講演会では、学校教育の中でどのように薬物乱用防止教育が進

められるとよいのかということについて具体的なお話を聞くこと

ができた。その中には喫煙と自尊感情との関連についても触れら

れていて、考えさせられることがたくさんあった。

(７) 薬物乱用防止教育フォーラム・講演会（H18.11.22）

午前中は各校児童生徒によるこれまでの取り組みの発表と、３

校合同の児童生徒によるロールプレイングを行った。本校の発表

は生徒がこれまでの取り組みから印象に残っていることを思い出

しながら、生徒自身の言葉で振り返るという形で発表した。４名

は進んで代表になっただけあって、これまでの取り組みのポイン

トを理解しており、私たちの思いは生徒に伝わっていることを感

じた。

ロールプレイの最後に出演者全員で行った薬物乱用防止

宣言は、取り組みのまとめにふさわしいものとなり、参加

した生徒に伝わるものがあった。

午後は川畑徹朗先生の講演を拝聴した。昨年度の植田先

生よりも自尊心と薬物乱用との関係を強調されていた。薬

物乱用に限らず、問題を抱えている生徒には自己肯定感が

低い傾向が見られるので、この面を強化していく取り組み

も大切であると改めて感じた。

《生徒の感想から》

講演会では『自尊心』を大切に

すれば、酒・タバコ・薬物乱用を

しにくいという言葉が心に残って

います。…（略）…

NO  DRUG！！を合い言葉にし

て生活していきたい。
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(８) 薬物乱用防止教室（H18.１.20）

内容○アンケート結果から（生徒会保体委員代表３名）

○講話 講師大館市立総合病院 主任薬剤師 金沢久男先生

事前のアンケート結果から分かった地域の実態と生徒の疑問

に思っていることに加え、酒・たばこの薬物としての薬理作用

に重点を置いてお話をしていただいた。

はじめに、地域の実態と生徒の疑問については生徒会保体委

員に発表してもらうことで、薬物乱用教室に対する生徒の意欲

付けをねらった。

金沢先生のお話は、写真のようにプロジェクタで豊富な図や

資料を示しながら進められ、生徒も真剣に耳や目を向けていた。

生徒は、薬物乱用防止キャラバンカーや授業で学んだことに加え、今回、さらにより身近にある酒・たばこ

も薬物であるということを認識することができたようである。（詳細はP45薬物乱用防止だよりNo.１参照）

(９) １８年度薬物乱用防止教室（H18.11.29)

講師：佐々木内科医院長 佐々木隆幸先生

演題：「たばこ・酒をはじめとする薬物の本当の姿」

①　事前の取り組み

事前指導の中で生徒の知りたいことなどのアンケートをま

とめたものと、本校としてお話いただきたいことを依頼書に

明記して講師の先生に届けた。今回も入門薬物(gateway-

drug)である、「たばこ・酒」を中心にしながら、薬物の怖

さである依存性にポイントを置いて話してほしい旨を伝え

た。それは、事前の授業でそれまでに取り上げたことがあま

り記憶に残っていない学年もあったため、繰り返し繰り返し

訴えていくことが必要と思われたからである。

②　当日の様子

佐々木先生は新聞等にたばこや酒の害について記事を載せ

ていて、医師会等でも何度かお話をしているとあって、資料

は百数十枚のスライドを用意するなど豊富で、しかも論拠のしっかりしたもので熱意が伝わってきた。

（詳細は別紙P46薬物乱用防止だよりNo.３参照）

《生徒の感想から》今日は薬物乱用防止の話だと思ったら、たばこの話だったのでちょっと変だと思いまし

た。でも、話を聞いているとたばこも薬物の一つなんだと思いました。

家ではたばこを吸う人がいて困っています。佐々木先生のお話はすごく詳しくてわかりやすかったです。

たばこが原因でノドのガンになった人が手術してノドに穴を開けて、その穴でたばこを吸っていて信じられ

なかったです。さらにたばこが原因の病気のせいで足や指を切断していたりしていて、見ているだけで自分

の足や指もなくなっているような気がして怖かったです。
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あと、お酒のことも話してくれました。お酒も脳に悪いことなどが分かりました。以前はお酒に好奇心を

もっていましたが今は嫌です。薬物には気をつけたいと思いました。‥‥‥‥‥‥‥１年女子

ゼッタイにたばこを吸いたくないとしみじみ思いました。バージャー病等を見てもっとそう思うようにな

りました。たばこでこんなになるんだから薬物だったらどんなに害が大きいのか計り知れない。将来の子ど

ものためにも、吸う側でなく禁止する方につきたいと心から思います。‥‥‥‥‥‥２年男子

薬物乱用防止教室の話を聞いてタバコの怖さや薬物等の依存症がわかりました。体に悪いものに限って依

存性が強かったりしていて、前々から思っていたことですが、父や祖父にはたばこを止めてほしいと今回改

めて思いました。‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３年女子

(10) 学習指導案

①　保健体育科(H18.11.24) 大館市教育委員学校訪問

学級

２Ａ

教科名

保　体

単元・題材名

たばこの広告

を考える

（喫煙・飲酒・

薬物に手を出

さないために）

本時の学習目標

これまで学んだことを生かしながら、勧め

られたときに自分ならどう断るかを考える

ことができる。

導入・薬物乱用防止教育フォーラムの感想を出

し合う。

展開・仲間から薬物などを誘われたときの自分

なりの断り方を考え、実際に演じてみる。

終末・友達の断り方のうまくできたところを出

し合い、ポイントを確認する。

本時

１

１

授業者

教諭

松田　良久

学級

3Ａ

教科名

保　体

単元・題材名

薬物乱用と

健康

本時の学習目標

これまで学んだことを確認し、さらに薬物

乱用の実話を知り、薬物に手を出さない思

いを強くもつ。

導入・薬物の恐ろしい特性を確認する。

展開・「夜回り先生」のビデオで、薬物乱用者

の悲しい実際と、薬物を誘われたときの

上手な断り方を知る。

終末・子どもたちへ～君たちの花の種を育てよ　

う～を視聴し、感想をまとめる。

本時

１

１

授業者

教諭

松田　良久

②　保健体育科（H18.12.13）
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学級

３A

２A

１A

教科名

国 語

単元・題材名

豊かなことば

本時の学習目標

表現を工夫しながら、薬物乱用防止を呼び

かけるための標語作りをすることができる。

導入・前年度に作成した薬物乱用防止の標語の

例から表現技法とその効果について話し

合う。

展開・表現技法やことばの効果を考えながら、

標語を作る。

終末・完成した作品を鑑賞しあいながら、薬物

乱用防止について意識を高める。

本時

１

１

授業者

教諭

小林きや子

③国語科（H18.９中旬 ）

学級

1Ａ

教科名

道 徳

単元・題材名

花に寄せて

本時の学習目標

かけがいのない命の尊さを自覚し、人間

としての誇りをもって、力強く生きようと

する心情を育てる。

導入・星野富弘さんの作品を見て、説明を聞く。

展開・資料を読んで、作品が人々に与えた感動

と作者の強く生きようとする意志につい

て考える。

終末・心のノートの「かけがえのない生命」の

ページを読み、自分の考えをまとめる。

本時

１

１

授業者

教諭

成田　一彦

④道徳の時間（H18.11. ９ ）

学級

2Ａ

教科名

道 徳

単元・題材名

ブラックジャ

ック

（ふたりの黒い

医者）

本時の学習目標

生命の尊厳について考え、かけがえのな

い自他の生命をいつくしみ、よりよく生き

ようとする心情を育てる。

導入・登場人物について説明し、資料への関心

を高める。

展開・命の尊厳や有限性に気づかせながら、子

どもたちや医師の行為について考える。

終末・心のノートの「生命を考える」のページ

を読み、生命とは何かを考える。

本時

１

１

授業者

教諭

菊池　貴昭

⑤道徳の時間（H18.12.19）
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⑥　保健体育科指導案 （一部のみ）

４．題材の指導と評価の計画

題材名喫煙と健康 総時数２時間

運動や健康・安全への関心・意欲・態度

・喫煙と健康とのかかわりについて、関心を

もち、資料などを基に、たばこの害につい

て考えようとしている。

運動や健康・安全についての思考・判断

・喫煙と健康とのかかわりについて、資料な

どを基に予想したり、整理したりすること

ができる。

運動の技能 運動や健康・安全についての知識・理解

・喫煙の健康への影響と喫煙してはいけない

ことを知っている。

題
材
の
目
標

学習内容

・たばこ（タール・一
酸化炭素・ニコチ
ン）のもたらす健康
への影響
・主流煙と副流煙の違
い
・発育期における喫煙
の害

・喫煙を誘われたとき
の断り方
・ロールプレイング

学習内容

・たばこの健康に対する害に
ついて、知識として身に付
けることができる。

・これまで学んだことを生か
し、友達や先輩から喫煙を
誘われたときどのようにし
て断ればいいか考え、ロー
ルプレイングで実際にでき
るようになる。

運動や健康・安全への
関心・意欲・態度

・たばこ人形の実験から、な
ぜたばこは体に悪いのかに
関心をもち、自分なりの意
見を発表しようとしている。

（挙手・発表）

・他の班の発表のよいところ
を考えながら発表を聞いて
いる。（観察・学習シート）

運動や健康・安全についての
思考・判断

○受動喫煙をはじめ、本人の
周囲にもたらされるたばこ
の害に気付くことができる。
（学習シート・発表）

・発育期には喫煙の影響を強
く受けやすいので、勧めら
れたとき自分だったらどう
いう理由で断るか考えるこ
とができる。
（学習シート）

運動や健康・安全についての
知識・理解

○喫煙の害について、たばこ
の有害成分とその作用など
について理解している。
（学習シート）

運動の技能時
　
　
（
本
時
）

１
　
　
　
　
　
　
１

観点別評価規準（評価方法） 基準はＢ／ ○は主要評価規準

学習内容

１．たばこの害につ
いて知っているこ
との確認

２．学習課題の確認

３．課題の追求

・たばこ人形の実
験・観察

・たばこの煙を通し
た水に入れられた
ミミズの実験・観
察

・たばこの害等につ
いて、発ガン性・
酸素欠乏・依存性
等のポイントを再
確認

４．まとめ

学習活動

・薬物乱用防止教育フォー
ラム等を振り返り、たば
この害を確認する。

・本時の学習課題の確認

・たばこを吸う人の体がど
のようになっているかを
予想しながら観察する。

・ミミズの変化の観察を通
して人体の血管等への影
響を知る。
・タール成分→発ガン性・
歯への影響

・一酸化炭素→酸欠・血管
もろくする
・ニコチン→強い依存性
猛毒（薬物）
・副流煙は主流煙より有害
成分が多い
・喫煙は若いほど影響が大
きい
・たばこ会社の標的は青少
年（広告のねらい）
・授業を振り返り、たばこ
を吸っている人に対して
忠告文と感想を書く。

教師の支援

・フォーラムの写真を見せ
て想起をを促すようにす
る。

・たばこの煙を通した肺の
部分の色の変化や、にお
いを確認させ、体の中で
タールがたまっていく様
子を想像させる。

・ミミズの体は人間の血管
と構造が似ている。ニコ
チンには血管を収縮させ
る作用があることを補足
する。

・各ポイントに沿った資料
を用意して理解が深めら
れるように説明を加える
する。

・これまでの学習で分かっ
たことを理由にすればよ
いことをアドバイスする。

「おおむね満足できる」と
判断される状況【Ｂ】と
［評価方法］
・なぜたばこは体に悪いの
かということに関心をも
ち、自分の考えを発表し
ようとしている。［挙手
発表］

・喫煙の害について、説明
を聞くことでたばこの有
害成分とその作用などを
理解できる。
［学習シート・発表］

・受動喫煙をはじめ、本人
の周囲にもたらされるた
ばこの害に気付くことが
できる。
［学習シート感想］

【Ｃ】「努力を要する」と判断された生
徒、または、【Ａ】「十分満足できる」
と判断される生徒への具体的な手立て

【A】資料の説明前に意図
的に指名し、発表させる。

【Ｃ】学習シートにまとめ
ることができているか確認
し、空欄は説明をして埋め
させる。

資料等

プロジェク
タ
学習シート

板書カード

たばこ人形
（たばこ吸引
機）
実物投影機
プロジェク
タ
写真・図
学習シート

学習シート

段
階
　
　
　
つ
　
か
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
深
　
　
　
め
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
と
め
る

時
間
　
　
　
　
　
７
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
38

５

形態

個人

一斉

一斉

個人

５.本時の計画（１／２）

（１）ねらい

・なぜたばこが体に悪いかについて関心をもち、友達の考えを聞いたり資料の観察等で、理解を深めようとしている。

・実験や写真・資料などを基に、たばこの成分や喫煙が人体に及ぼす影響を理解することができる。

６.学習過程

評価規準と個への支援の手立て

評価の観点 ・たばこの害を生徒に正しく理解させるための手立ては適切であったか。
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たばこがもたらす害を正しく理解しよう。



４　成果と課題

(１) 平成１７年度の反省

①　１７年度は実質的に年度途中からの取り組みとなってしまい、十分な見通しをもって進めることができ

なかった。したがって、保健体育科以外の他教科での取り組みは計画的に実施できなかった。

②　保健体育科での薬物乱用防止の授業やキャラバンカー訪問、薬物乱用防止教室は効果的であったが、ど

ちらかというと生徒への一方的な働きかけの部分が多く、生徒が活躍する部分をもう少し多くする工夫を

感じた。

③　家庭や地域に向けて発信する取り組みをもっと充実させる余地があった。実践したことを簡単にまとめ

て紹介するだけでも意味があるのではないか。

④　追われるように取り組んだ１年目であったが、一連の活動の流れをつかむことができた。保健体育科で

はこれまでも指導してきたが、他教科でも取り組みなどの在り方について考えてもらうことができた。何

よりも取り組みに向かって動き出したことが大きな成果である。

(２) 平成１８年度に向けて

①　集会などで興味・関心を高め、保健体育科を中心に知識・理解を深めさせ、それを他教科に広げたり、

学級活動や道徳の時間でロールプレイングなど多様な方法で行動化を図っていったりするような指導を工

夫していきたい。

②　地域への発信という点では、保・幼・小・中・高ＰＴＡ研修会開催と薬物乱用防止だよりの発行および

看板設置が中心であり、もう一つアピールが足りないように思われる。研究先進地視察で見てきたような

生徒による発表を、例えば学校祭などの場を借りて実施することを考えていきたい。また、アンケート結

果の活用についてもおたより等を利用し、一緒に考えてもらえる機会を作っていきたい。

③　校内に「薬物乱用防止コーナー」を設置し、関連資料をそろえ、置き場所などを考え活用しやすくする

ための工夫が必要である。

④　薬物乱用防止教育推進の授業や集会でも、生徒が活躍する場を意図的に多く設定していく。

(３) ２年間を振り返って

①　成果

ア　地域指定ということで小中高３校合同で行った取り組みでは、単独ではできない充実したものがあっ

た。

特に学区内にあっても合同の活動の機会が少なかった大館工業高校との交流では、地域の高校生の力のすば

らしさを実感することになった。

イ　今年度は薬物乱用防止教育フォーラムに生徒も参加でき、学校での取り組みとあわせ繰り返し繰り返

し学習できたことは、生徒に多くの貴重な体験と意識付けをさせることができた。各取り組みが終わっ

たときの生徒の感想には「大切なことを学んだ」というような内容が大変多かった。

ウ　これまでの成果などを具体的に把握するために行ったアンケート調査では、「喫煙してみたいか」とい

う質問に関して、「No」という答えが昨年実施したアンケートの同項目より10ポイント向上している

（82％→92％）。入門薬物（gateway-drug)であるたばこに関しての指導には力を入れているので、そ

の面での取り組みに関しては一定の効果があがったと考えている。特に、３年生は全員が「薬物を誘わ

れたときは絶対に断る」と強く答えていた。

②　課題

ア　本校独自の取り組みについては、行事としての取り組みに関しては概ね大きな成果を得ることができ
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た。また、保健体育科だけでなく道徳の時間などへも広げることができた。しかし、授業研究面では

年間計画への位置付けなど計画面では不十分な面があった。

イ　地域への発信はある程度できたが、地域を巻き込んでの活動となると、まだまだ改善の余地があるよ

うに思われる。この面に関しては当地域は児童生徒に対する安全・安心に関する団体が多く組織され機

能していることから、その組織と連携を図りながら進めることで地域と一体の取り組みを考えていきた

い。

ウ　まとめのアンケートからは、１・２年生の４分の１以上が「悩みなどを相談できる友人がいない」、３

年生は３分の１近くが「自分はだめな人間だと思うこと」が「よくある」と答えている。「時々ある」を

含めると生徒は全校で半数を超えている。薬物乱用防止教育講演会でも触れられていたが、薬物乱用防

止教育を効果的に進めるためには、このような生徒の実態を把握しながら、心の健康レベルの引き上げ

にも意識的に取り組んでいく必要を感じた。

これまでを振り返ると、先進地域の視察や、実際に取り組みをしてきた方の講演などからは非常に大きな収穫

があった。当初は、なぜこのような地域で研究指定を受けるのかと疑問に感じていたことも事実であるが、１７

年度の研修視察では、このような薬物に対して免疫がない地域だからこそ薬物に関する教育が必要である。そし

て、１８年度の研修視察で耳にした「秋田県での薬物に関する検挙者が少ないのは、都会に比べると薬物担当の

警察官の数が圧倒的に少ないからであって、決して薬物を乱用している人が数字の通りに少ないのではない。」と

いう言葉が強く印象に残っている。

インターネットや携帯電話が普及している今日、その気になれば地方でも薬物は入手できるし、実際、薬物乱

用防止だよりNo.１でも触れているように、本校でも薬物を使用したことがあると答えた保護者はゼロではない。

情報化社会といわれる２１世紀を生きていく生徒が、薬物乱用に陥ることなく「自分の生命は自分で守る」こ

とができるように様々な取り組みをしてきたことが、生徒の将来に大きく資することを願っている。

５　研究同人
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●平成18年度

校　長　　庄　司　裕見子

教　頭　　佐　藤　久　生

主　事　　杉　本　　　豪

養護教諭 畠　山　多鶴子

教　諭　　小　林　きや子

教　諭　　松　田　良　久

教　諭　　岸　　　博　之

教　諭　　本　多　牧　子

教　諭　　成　田　一　彦

教　諭　　日　景　美智子

教　諭　　菊　池　貴　昭

教　諭　　北　林　洋　子

教　諭　　三　上　沙　織

心の教室相談員 土　門　節　子　

校務主事 高　松　憲　仁

校務主事 若　狭　義　子

●平成17年度（平成18年度以外）

校　長　　堀　内　和香子

教　頭　　工　藤　あき子

校務主事 畠　山　千穂子
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れ
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平
成
１
０
年
の
厚
生
省（
現
厚
生
労
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）の
調
査
に
よ
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と
、日
本
の
成
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０
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で
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１
０
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喫
煙
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も
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あ
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い
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ら
、本
校
生
徒
の
保
護
者
の
喫
煙
率
は
か
な
り
高
い
と
い
え
る
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ま
た
、喫
煙
者
は
た
ば
こ
の
利
点
に「
リ
ラ
ッ
ク
ス
・
気
分
転
換
」を
多
く
あ
げ
て
い
る
。生
徒
の
自
由
記
述
で
は
、親
が

喫
煙
者
の
生
徒
は
６
名
が
た
ば
こ
に「
リ
ラ
ッ
ク
ス
・
気
分
転
換
」の
効
果
が
あ
る
と
答
え
て
い
る
が
、家
族
が
喫
煙
し
な

い
子
の
同
様
の
答
え
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。家
族
の
喫
煙
が
子
ど
も
の
た
ば
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に
対

す
る
肯
定
感
に
つ
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っ
て
い
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よ
う
で
あ
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族
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、
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中
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査
や
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煙
す
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高
い
と
い
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調
査
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あ
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。保
護
者
の
喫
煙
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高
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当
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で
は
、生
徒
へ
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影
響
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れ
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が
、今
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こ
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よ
う
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生
徒
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合
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多
い
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あ
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百
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一
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わ
れ
る
た
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こ
か
ら
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ぐ
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で
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一
方
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酒
を
飲
ん
で
み
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い
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答
え
て
い
る
本
校
生
徒
は
下
表
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県

平
均
よ
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や
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多
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が
、「
飲
酒
経
験
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あ
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答
え
た
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徒
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１
９
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。

秋
田
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の
同
様
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調
査
が
４
６
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あ
る
こ
と
と

比
較
す
る
と
、本
校
生
徒
の
は
半
分
以
下
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あ
り
、

比
較
的
規
範
意
識
が
高
い
と
い
え
る
。
し
か
し
な

が
ら
、飲
酒
に
寛
容
な
地
域
柄
で
あ
る
の
で
、若
年

者
の
飲
酒
に
は
健
康
へ
の
害
が
（
特
に
発
達
途
上

の
脳
に
対
し
て
は
）大
き
い
と
い
う
事
実
か
ら
、成

人
の
飲
酒
と
は
全
く
意
味
が
異
な
る
と
い
う
点
を

強
調
し
て
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。 

 1
 本
校
の
保
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の
現
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に
つ
い
て
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）
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 最
後
に
、本
校
の
保
護
者
の
薬
物
乱
用
の
状
況
に
は
、「
使

用
し
た
こ
と
が
あ
る
」が
皆
無
で
は
な
く
、少
な
か
ら
ず

の
人
が「
使
用
し
て
い
る
人
が
身
近
に
い
た
」、「
誘
わ
れ

た
こ
と
が
あ
る
」、「
乱
用
の
噂
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」

と
答
え
て
い
る
な
ど
背
筋
が
冷
た
く
な
る
も
の
が
あ
り
、

当
地
区
で
も
決
し
て
安
心
し
て
い
ら
れ
な
い
実
態
が
見

ら
れ
る
。 

 
 
ま
た
、現
代
の
青
少
年
の
薬
物
乱
用
状
況
は
、交
友
関

係
を
通
じ
て
伝
染
病
と
同
じ
よ
う
に
広
ま
っ
て
い
く
と

も
い
わ
れ
て
い
る
。 

 
 
以
下
の
紙
面
は
、昨
年
の
保
幼
小
中
P
T
A
研
修
会
と

本
校
の
薬
物
乱
用
防
止
集
会
で
の
、
市
立
病
院
の
金
沢

久
男
主
任
薬
剤
師
が
使
っ
た
ス
ラ
イ
ド
で
、酒
・
た
ば
こ

の
も
た
ら
す
害
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
に
し

ま
す
。 

  
 
        

  
未
成
年
の
飲
酒
は

多
方
面
に
わ
た
っ

て
能
力
の
低
下
や

発
達
の
阻
害
を
も

た
ら
す
。 

 　
親
が
た
ば
こ
を

吸
っ
て
い
る
こ
と
が
、

子
ど
も
の
喫
煙
へ

の
抵
抗
感
を
低
下

さ
せ
て
い
く
。
た
ば

こ
か
ら
薬
物
へ
と

移
行
し
て
い
き
や

す
い
。 

   
低
年
齢
者
ほ
ど
短

期
間
で
ニ
コ
チ
ン

依
存
に
陥
っ
て
し

ま
う
。
ま
た
、
成
人

に
な
っ
て
か
ら
の

喫
煙
者
は
非
喫
煙

者
よ
り
４
倍
ほ
ど

ガ
ン
な
ど
の
病
気

に
な
り
や
す
い
が
、中
学
生
か
ら
吸
い
始
め
る
と
１
４
倍
も
ガ
ン
な
ど
の

病
気
に
か
か
り
や
す
く
な
る
。 

←
妊
婦
の
喫
煙
は
生
ま
れ
て
く
る

子
ど
も
に
一
生
計
り
知
れ
な
い
負

担
を
お
わ
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

本
人
だ
け
の
問
題
で
は
す
ま
な
い
。

→
た
ば
こ
の
影
響
で
足
が
腐
っ
て

も
た
ば
こ
を
止
め
ら
れ
な
い
。 
  

←
双
子
な
の
に
こ
の
違
い
。
体
の
中

で
は
、
た
ば
こ
１
本
吸
う
た
び
に
、

レ
モ
ン
半
個
分
の
ビ
タ
ミ
ン
C
が
消

費
さ
れ
て
老
化
が
進
ん
で
い
く
…
。 

→
喉
頭
ガ
ン
に
な
っ
て
の
ど
の
穴

か
ら
呼
吸
す
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、

ま
だ
た
ば
こ
を
止
め
ら
れ
な
い
。
の

ど
の
穴
に
た
ば
こ
を
差
し
込
ん
で

た
ば
こ
を
吸
う
の
だ
そ
う
だ
。
そ
れ

ほ
ど
た
ば
こ
は
や
め
ら
れ
な
い
。 
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関連資料



薬
物
乱
用
防
止
教
室
特
集

 

  
１
１
月
２
９
日
（
水
）
に
、
佐
々
木
内
科
医
院
の
佐
々
木
隆
幸
院
長
先
生
(写
真
）
を
お
迎
え
し
て
本
校
の
薬
物
乱
用

防
止
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
の
様
子
を
、
佐
々
木
先
生
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
資
料
を
も
と
に
し
て
振
り

返
っ
て
み
ま
す
。
当
花
岡
地
区
は
下
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
「
保
護
者
の
喫
煙
率
が
非
常
に
高
い
」
、
と
い
う
調
査
結
果

が
出
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
家
庭
で
も
話
題
に
し
て
い
ろ
い
ろ
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
 

    
 
未
成
年
喫
煙
者
の
増
加
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
た

ば
こ
は
他
の
薬
物
に
手
を
染
め
る
前
の
入
門
薬
物
で
も
あ
る
。
そ
の

た
ば
こ
は
、
依
存
性
が
非
常
に
強
く
て
、
薬
物
に
吸
わ
さ
れ
て
い
る

と
い
う
の
が
実
情
で
あ
り
、
本
人
だ
け
で
な
く
周
囲
や
社
会
に
ま
で

害
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
「
ち
ょ
っ
と
一
服
」
す
る
こ
と
で
体
内
の
ニ

コ
チ
ン
濃
度
が
一
定
の
レ
ベ
ル
に
達
し
、
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
の
脳
は

そ
れ
で
一
瞬
満
足
し
て
、
す
っ
き
り
し
た
感
覚
に
な
る
。
作
業
能
率

は
実
際
に
は
低
下
し
て
い
る
の
だ
が
…
。
(右
図
) 

  
日
本
の
事
故
等
を
含
め
た
全
死
亡
者
数
は
2
0
0
3
年
で
約
１
０
１
万

人
。
そ
の
約
１
０
分
の
１
は
た
ば
こ
関
連
す
る
と
い
わ
れ
る
。
 
 
軽

い
た
ば
こ
に
し
た
り
本
数
を
減
ら
し
た
り
努
力
を
し
て
い
る
人
も
い

る
と
思
う
が
、
か
え
っ
て
逆
効
果
の
面
も
あ
る
と
い
う
デ
ー
タ
も
出

さ
れ
た
（
下
図
）
。
減
煙
に
つ
い
て
は
２
０
階
か
ら
落
ち
る
か
１
０
階
か
ら
落
ち
る
か
の
違
い
し
か
な
い
、
と
表
現
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
。
大
変
か
も
し
れ
な
い
が
、
ど
う
せ
な
ら
し
っ
か
り
禁
煙
し
た
ほ
う
が
い
い
。
 

 

 
 
喫
煙
の
害
と
し
て
、
キ
レ
や
す
く
犯
罪
者
に
な
り
や

す
い
と
い
う
怖
い
デ
ー
タ
も
出
さ
れ
た
。
出
産
後
で
も

家
庭
内
に
喫
煙
者
が
い
れ
ば
、
そ
の
傾
向
は
継
続
さ
れ

る
。
 

 
 
日
本
の
た
ば
こ
の
箱
に
は
「
吸
い
過
ぎ
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
」
と
書
い
て
あ
る
。
し
か
し
、
「
吸
い
過
ぎ
と

は
１
本
か
ら
で
す
」
と
Ｊ
Ｔ
自
ら
が
答
え
て
い
る
こ
と

を
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
知
ら
な
い
。
 

 
 
よ
く
、
「
た
ば
こ
税
を
支
払
っ
て
い
る
分
、
社
会
に

貢
献
し
て
い
る
」
と
い
う
人
も
い
る
が
、
実
際
に
は
、

社
会
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
こ
と
の
方
が
は
る
か
に
大

き
い
（
下
図
）
。
 

 
 
禁
煙
し
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、
た
ば
こ
に
起
因
す
る

病
気
に
か
か
る
危
険
性
は
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
に
近

付
い
て
い
く
。
ま
た
、
老
化
促
進
剤
と
も
い
わ
れ
、
「

百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
」
の
た
ば
こ
は
一
刻
も
早
く
、

ス
ッ
パ
リ
止
め
た
ほ
う
が
よ
い
。
な
お
、
ニ
コ
チ
ン
依

存
症
は
病
気
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
治
療
に

は
保
険
が
適
用
に
な
る
。
佐
々
木
内
科
医
院
で
も
、
受

付
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
き
ち
ん
と
し
た
指
導

の
も
と
で
治
療
を
受
け
る
と
、
身
体
的
依
存
は
３
日
で

抜
け
、
心
理
的
依
存
は
数
週
間
か
け
て
抜
い
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。
女
性
は
子
ど
も
へ
の
影
響
が

特
に
大
き
い
の
で
、
喫
煙
と
い
う
た
ば
こ
依
存
症
か
ら

早
く
抜
け
だ
し
ま
し
ょ
う
。
善
は
急
げ
で
す
。
自
分
の

た
め
、
家
族
の
た
め
、
そ
し
て
、
社
会
の
た
め
に
。
 

 
 
酒
の
害
に
も
触
れ
、
や
は
り
若
い
人
ほ
ど
健
康
へ
の

影
響
は
大
き
く
な
る
。
た
ば
こ
は
コ
カ
イ
ン
・
ヘ
ロ
イ

ン
と
同
等
か
そ
れ
以
上
の
強
い
心
理
的
依
存
性
が
あ
る

の
に
対
し
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
モ
ル
ヒ
ネ
と
い
う
薬
物

に
次
ぐ
強
い
身
体
的
依
存
性
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
い

っ
た
ん
は
ま
れ
ば
、
た
ば
こ
以
上
に
や
っ
か
い
な
病
気

と
な
る
…
。
 

  
 
最
後
に
、
生
徒
の
感
想
を
載
せ
ま
す
。
ご
家
庭
で
も

話
題
に
さ
れ
、
「
家
族
に
と
っ
て
の
健
康
で
安
全
な
生

活
と
は
」
を
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
 

 

　
私
の
父
は
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、薬
物
乱
用
防
止
教
室
に
参
加
し
て
か
ら
は
、私
の
部
屋
、私

の
目
の
前
で
は
吸
わ
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。私
は
父
が
禁
煙
し
て
く
れ
れ
ば
一
番
い
い
と
考
え

て
い
る
の
で
す
が
、ど
う
し
て
も
や
め
ら
れ
な
い
よ
う
な
の
で
、し
か
た
な
く
吸
う
場
所
の
指
定
だ
け
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。 

　
佐
々
木
先
生
の
薬
物
乱
用
防
止
教
室
は
、と
て
も
タ
バ
コ
の
真
実
を
つ
い
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。少
し
生
々

し
い
画
像
も
あ
り
ま
し
た
が
、あ
れ
が
タ
バ
コ
の
本
当
の
姿
と
い
う
も
の
だ
と
思
い
、し
っ
か
り
見
ま
し
た
。三

年
間
の
こ
の
教
室
を
通
し
て
、タ
バ
コ
・
Ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｇ
・
ア
ル
コ
ー
ル
は
本
当
に
体
に
悪
い
の
だ
と
、深
く
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。（
３
年
女
子
） 

「 タ バ コ を 吸 う と 能 率 が

上 が る 」 は 間 違 い そ れ は

錯 覚 。 か え っ て 勉 強 も 仕

事 も は か ど り ま せ ん ！  

花
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